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1n のとき 0)1(,1)1(,)1( 321  PpPpP  

 

2≧n のとき 

 

第 n世代が 1個になるには、1つの個体だけを残し続けるから、 n
n pP  )1(  

1n でも成立。 

 

nk≦≦1 とする。 

第 1k 世代まで 1個、第 k 世代で 2個になり、以後第 n世代まで 2個である確率 ka は 
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1n でも成立。 

 

11 nk≦≦ とする。 

第 1k 世代まで 1個、第 k 世代で 2個になり、第 n世代で 3個になっている確率 kb を考える。 

第 k 世代で分かれた 2個のうち、1個は第 n世代で 2個になっており、もう 1個は 1個のままであるから、 
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1n でも成立。 

 

以上より、 
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